まして、 一 つ 一 つ 独立して 紹介す るの 価値が あるので 

ございま すが、 あとが つかえて 居ります から、 そのな 

かで 特色の あるお 話 を 幾つか 拾い出す にと どめて 置き 

ます。 右 あらかじめ お含み 置きく ださい」 

白 猿 伝 

りょう りくちよう だ いどう りんきん 

梁 (六 朝) の 大同の 末年、 平 南 将軍 藺欽 をつ かわ 

して 南方 を 征討せ しめた。 その 軍 は 桂林に 至って、 

リ し こ ちんて つ おうよう こ つ 

李師 古と 陳徹を 撃破した。 別 将の欧 陽紇は 各地 を 攻略 

ちょ ラ らく 

して 長 楽 に 至り、 ことごとく 諸 洞の 敵 をた いらげ て、 



深く 険阻の 地に 入り込んだ。 

はくめん さ い よう 

欧陽紇 の 妻 は 白面 細腰、 世に 優れたる 美人であった 

ので、 部下の 者 は 彼に 注意した。 

「将軍 は なぜ 麗人 を 同道して、 こんな 蕃地へ 踏み込ん 

で お出でになった のです。 ここらの 山の 神 は 若い 女 を 

ぬすむ といい ます。 殊に 美しい 人 は あぶのう ございま 

すから、 よく 気 をお 付けに ならなければ いけません」 

紇は それ を 聞いて 甚だ 不安に なった。 夜 は 兵 を あつ 

めて 宿舎の 周囲 を 守らせ、 妻 を 室内に 深く 閉じ籠め て、 

下婢 十 余人 を 付き添わせて 置く と、 その 夜 は 暗い 風が 

ごこう せきぜん 

吹いた。 五更 (午前 三時 I 五 時) に 至る まで 寂然と し 



こうして ひと 月 あまり を 経た るの ち、 百 里 (六 丁 一 里) 

ほど を 隔てた 竹 藪で 妻の 繡 履の 片足 を 見付け出した。 

雨に 湿れ 朽ちて はいたが、 確かに それと 認められ たの 

で、 紇 はいよ いよ 悲しみ 怒って、 その ゆくえ 捜索の 決 

心 をます ます 固めた。 

彼 は 三十 人の 壮士 をす ぐって、 武器 をたず さえ、 糧 

食 を 背負い、 巌窟に 寝ね、 野原で 食事 をして、 十日 あ 

まりも 進む うちに、 宿舎 を 去る こと 二百 里、 南の かた 

に 一 つの 山 を 認めた。 山 は 青く 秀でて、 その 下に は 深 

ぃ渓 をめ ぐらして いた。 一行 は 木 を 編んで、 嶮 しい 巌 

あお きもの 

ゃ翠ぃ 竹の あいだ を 渡り 越える と、 時に 紅い 衣が 見 



「奥さん はこの 頃 お出でで すが、 わたし 達の 中には も 

う 十 年 もこ こにいる 者が あります。 ここ は 神霊 ある 物 

の 棲む 所で、 自由に 人 を 殺す 力 を 持って います。 百 人 

の 精兵で も、 かれ を 取り 押える こと は 出来ません。 幸 

いに 今 は 留守です から、 還らない 間に 早く 立ち去る が 

好う ございます。 しかし i< い 酒 二 石と、 食用の 犬 十 匹 

きん 

と、 麻 数十 斤と を 持って お出でになれば、 みんなが 一 

致して 彼 を 殺す ことが 出来ます。 来るならば 必ず 正午 

ごろに 来て ください。 それ も 直ぐに 来て はなり ません _ 

十日 を 過ぎて お出でなさい」 

それで は 十日の 後に 再び 来る と 約束して、 紇の 一 行 



は 立ち 帰った。 それから 美酒と 犬と 麻と を 用意して、 

約束の 時刻に たずねて 行く と、 女た ち は 待って いた。 

「かれは 酒が 大好きで、 酔う と 力が 満ちて 来る と 見え 

て、 私たちに 言いつけて 綵 糸で 自分の からだ を 牀に縛 

り 付けさせます。 そうして、 一 つ * ね あがる と、 糸 は 

切れて しまう のです。 しかし 三本の 糸 を まき 付ける と 

きぬ 

力が 不足で 切る ことが 出来ません。 それです から、 帛 

のなかに 麻 を 隠して 置いて 縛ったら ば、 おそらく 切る 

こと は 出来まい と 思われます。 彼のから だはす ベて 鉄 

へそ 

のよう で 刃物な ど は 透りません が、 ただ 臍の した 五、 

六寸 のと ころ を 大事そう に 隠して いますから、 そこが 



きっと 急所で、 刃物 を 防ぐ ことが 出来ない のであろう 

と 察せられます」 

いわむろ 

女た ち は 更に かたわらの 巌室を 指さして 教えた。 

「そこ は 食物 庫です から 暫く 忍んで おいでなさい。 酒 

を 花の 下に 置き、 犬 を 林の なかに 放して 置いて、 わた 

じょ-つ じゅ 

し 達の 計略が 成就した 時に、 あなた 方に 合図 をし ま 

す」 

その 通りに して、 一行 は 息 を 忍ばせて 待って いると 

さる 

日 も 早 や 申の 刻 (午後 三時 I 五 時) とお ぼしき 頃に、 

ねリ ぎぬ 

練 絹の ような 物が あなたの 山から 飛ぶ が 如くに 走って 

まら 

来て、 たちまちに 洞の なかには いった。 見れば、 身の 



は 身 をめ ぐって 飛び、 あたかも 円 月の 如くで ある。 飲 

このみ 

み 食い は 時 を 定めず、 好んで 木 実 や 栗 を 食う が、 もつ 

ひる 

とも 犬 をた しなみ、 啖ぃ 殺して 血 を 吸う ので ある。 午 

を 過ぎる と 飄然と して 去り、 半日に 数千 里 を 往復して 

夕刻に は 必ず 帰って来る。 夜 は 婦女に たわむれて 暁に 

至り、 かって 眠った ことがない。 要するに 假※ 〔# 「け 

もの へん + 矍」、 133-13〕 のた ぐいで ある。 

ことしの 秋、 木の葉が 落ち 始める 頃に、 かれは さび 

しそうに 言 つ た。 

「おれ は 山の 神に 訴えられて、 死罪に なりそう だ。 し 

かし 救い を もろもろの 霊 ある 物に 求めた から、 どうに 



まぬ 

か 免 かれる だろう」 

前 月、 書物 を 収めて ある 石橋が 火 を 発して、 その 

木簡を 焼いて しまった。 かれは 書物 を 石の 下に 置いた 

ので ある。 かれは 悵 然として また 言った。 

せんざい 

「おれ は 千歳に して 子がなかった が、 今や 初めて 子 を 

儲けた。 おれの 死期 もい よいよ 至った」 

かれは また、 女た ち を 見 まわして、 涙 を 催しながら 

言った。 

「この 山 は 険阻で、 かって 人の 踏み込んだ ことのない 

さ こ；：：.' 

所 だ。 上 は 高く して 樵 夫な ども 見えず、 下 は 深う して 

ころう 

虎狼 怪獣が 多い。 ここへ もし 来る 者が あれば、 それ は 



(白 猿 伝) 

女俠 

唐の 貞元 年中、 博 陵の 崔，. 慎 思が 進 土に 挙げられて 

上京した が、 京に 然るべき 第 宅がない ので、 他人の 別 

おもや 

室 を 借りて いた。 家主 は 別の 母屋に 住んで いたが、 男 

きりょう 

らしい 者 は 一 人 も 見えず、 三十ぐ らいの 容貌の よい 女 

と 唯 ふたりの 女中が いるば かりであった。 崔は 自分の 

意 を 通じて、 その 女 を 妻に したいと 申し入れ ると、 彼 

女 は 答えた。 



「わたくし は 人に 仕える ことの 出来る 者で はあり ませ 

ん。 あなたと は 不釣合いです。 なまじいに 結婚して 

後日の 恨み を 残す ような 事が あ つ て はなり ません」 

それで は *T になって くれ と言うと、 女 は 承知した。 

しかも 彼女 は 自分の 姓 を 名乗らなかった。 そうして 二 

年 あま リも 一 緒に 暮らす うちに、 ひとりの 子 を 儲けた _ 

それから 数 月の 後、 ある 夜の ことで ある。 崔は 戸を閉 

とば リ しん 

じ、 帷を 垂れて 寝に 就く と、 夜な かに 女の 姿が 見えな 

くな つた。 

崔は おどろいて、 さて は 他に 姦夫が あるの かと、 

いきどおり 

噴 怒 に 堪えぬ ままに 起き 出で て 室外 を さまよ つてい 



た。 それから 時 を 移しても、 赤 児の 啼く 声が ちっとも 

聞えない ので、 崔は 怪しんで うかがう と、 赤 児 もまた 

殺されて いた。 

その子 を 殺した の は、 のちの 思いの 種 を 断った めで 

あろう。 昔の 俠客 もこれ に は 及ばない。 

(原 化 記) 

霊 鏡 

唐の 貞元 年中、 漁師 十 余人が 数艘の 船に 小 網 を 載せ 

そしゅ ラ しょうこ ラ 

て 漁に 出た。 蘇 州の 太 湖が 松 江に 入る ところで ある。 



た。 最後の 一 人 は 恐れて 我が 姿 を 照らさず、 その 鏡 を 

取って 再び 水中に 投げ込んで しまった。 彼 は 倒れて い 

る 人び と を 介抱して 我が家へ 帰った が、 あれ は 確かに 

妖怪で あろうと 一一 一一 n い 合った。 

あくる 日 も つづいて 漁に 出る と、 きょうは 網に 入る 

魚が 平日の 幾 倍であった。 漁師のう ちで 平生から 持病 

の ある 者 もみな 全快した。 故老の 話に よると、 その 鏡 

は 河 や 湖水のう ちに 在って、 数百 年に 一 度 あらわれる 

もので、 これまで にも 見た 者が ある。 しかも それが 何 

の 精で あるか を 知らない という。 

(同上) 



仏像 

はくて つよ えんしゅう こじん せいいき 

白 鉄 余 は 延州 の 胡 人 (西域の 人) である。 彼 は 邪道 

を もって 諸人 を 惑わして いたが、 深山の 柏の 樹の 下に 

あかがね 

銅 の 仏像 を 埋め、 その後 数年、 そこに 草が 生えた の 

あざむ 

を 見す まして、 土地の人 びと を 欺いた。 

「昨夜 わたしが 山の 下 を 通る と、 仏の ひか リを 見た。 

しょうじん けっさい みほと け 

日 を さだめて 精進 潔斎 をして、 尊い 御 仏 を 迎える こ 

とに したい」 

定めの 日に 数百 人 を あつめて、 ここらと いう 所 を 掘 



重に も 仏像 をつつ み、 拝む 者が あれば 先ず その 一 重 を 

剝 いで 見せる。 一 回の 布施が 十万 銭、 その 正体 を 拝む 

までに は 幾 十万 銭に 及ぶ のであった。 

きけい 

こんな 詭計 を 用いて いるう ちに、 一、 二 年の 後に は 

土地の 者が みな 彼に 帰伏した。 彼 は 遂に 乱 をお こして、 

みずから 光 王と 称し、 もろもろの 官職 を 設け、 長 吏 を 

置き、 諸国の 禍ぃを なすこと 数年に 及んだ ので、 朝廷 

は 将軍 程務 挺に 命じて これ を 討た しめ、 かれら を ほろ 

ぼして 光 王 を 斬った。 

(朝野 僉載) 



(同上) 

辛 ヒ睦 

net- 育 

さいしょう はや 

柴紹 の 弟な にがし は 身 も 軽く、 足も捷 く、 どんな 所 

へで も 身 を 躍らせて のぼるば かリ か、 十 余 歩ぐ らい は 

飛んで 行った。 

た いそう ちょうそん むき 

唐の 太宗 皇帝が 彼に 命じて 長 孫 無 忌 (太宗 の 重臣) 

の 鞍 を 取って来 いと 言った。 同時に 無 忌に も 内報して、 

取られな いように 警戒し ろと 注意した。 その 夜、 鳥の 

ような ものが 無 忌の 邸内に 飛び込んで、 一 一つの 鞍 を 二 



つに 切って 持ち去った。 それ 逃がすな と 追い かけた が、 

遂に 捉え 得なかった。 

たんよう こうしゅ 

帝 はまた かれに 命じて 丹 陽 公 主 (公 主 = 皇女) の 枕 

を 取って来 いと 言った。 それ は 金 を ちりばめた 函 付き 

の 物で ある。 かれは 夜半に その 寝室へ 忍び入って、 手 

を もって 睡眠 中の 公 主の 顔 を 撫でた。 思わず 頭 を あげ 

る あいだに、 かれは 他の 枕と 掏り かえて 来た。 公 主 は 

夜の 明ける まで それ を覚ら なかった。 

又 ある 時、 彼 は 吉莫靴 を はいて、 石 瓦の 城に 龃けぁ 

かき 

がった。 城 上の 墙には 手がかりがない ので、 かれは 足 

のき たるき 

を もって 仏殿の 柱 を 踏んで、 檐 さきに 達し、 さらに 椽 



を 取り出した。 更に その 白刃 を 床に 突き立てて、 それ 

を 力に 飛び あがって、 ふたたび 元の 椽の あいだから 逃 

げ 去った。 

(同上) 

登仙 奇談 

てんぼう かなん こうし せんかくかん 

唐の 天 宝 年中、 河南 餱子 県の 仙 鶴 観に は 常に 七十 余 

人の 道士が 住んで いた。 いずれも 専ら 修道 を 怠らない 

人び とで、 未熟の 者 はこ こに 入る ことが 出来なかった。 

ここに 修業の 道士 は、 毎年 九月 三日の 夜 を もって、 



は 道士 を 捨てて 走り去った。 

夜が 明けて 調べる と、 昨夜 は 誰も 仙人に なった 者 は 

なかった。 二人 は それ を 張に 報告す ると、 張 は 更に 府 

に 申し立てて、 弓矢の 人数 を あつめ、 仙 鶴 観に 近い 太 

あさ 

子 陵の 東に ある 石 穴の なか を獵 ると、 ここに 幾 匹の 虎 

を 獲た。 穴の 奥に は 道士の 衣冠 ゃ金簡 のた ぐい、 人の 

毛髪 や 骨の たぐいが たくさんに 残って いた。 これが す 

なわち 毎年 仙人に なった という 道士の 身の 果てで あつ 

た。 

その 以来、 仙 鶴 観に 住む 道士 も 次第に 絶えて、 今 は 

陵 を 守る 役人ら の； in 居と な つてい る。 



(博異 記) 

蔣武 

ほうれき じゅんしゅう かげん しょうぶ 

唐の 宝 暦年 中、 循州河 源に 蔣武 という 男が あった。 

骨格た くまし く、 豪胆 剛勇の 生まれで、 山中の 巌窟に 

独居して、 狩 獵に日 を 送って いた。 彼 は 蹶張を 得意 

とし、 熊 や 虎 や 豹が、 その 弦音に 応じて 斃れ た。 蹶張 

というの は 片足で 弓 を 踏ん張って 射る ので ある。 その 

鏃を あらため ると、 皆 その 獣の 心 を つらぬいて いた。 

ある 時、 甚だ 忙 がしそう に 門 を 叩く 者が あるので、 



て 来て、 その 長い 鼻で 紅い 牙 一枚ず つ を 捲いて 蔣に献 

じた。 それ を 見と どけて、 猩々 も 別れて 去った。 蔣は 

初めの 象に 牙 を 積んで 帰った が、 後に その 牙 を 売って 

大いに 資産 を 作った。 

(伝奇) 

あんろ く ざん どうかん 

唐の 天 宝の 末に、 安禄 山が 乱 をお こして、 潼 関の 守 

り も 敗れた。 都の 人び とも 四方へ 散乱した。 梨園の 

弟子のう ちに 笛師 があって、 これ も 都 を 落ちて 



かれら もとうと う 思い切って 立ち去る と、 やがて 夜 も 

あけて 往来の 人 も 通りかか つたので、 笛師は 無事に 樹 

から 離れた。 

(広異 記) 

担 生 

昔、 ある 書生が 路で 小さい 蛇に 出逢った。 持ち帰つ 

て 養って いると、 数 月の 後に はだん だんに 大きくな つ 

にな たんせい 

た。 書生 はいつ も それ を 担い あるいて、 かれ を 担 生と 

呼んで いたが、 蛇 はいよ いよ 長大に なって、 もう 担い 



切れ なくなつ たので、 これ を范 県の 東の 大きい 沼の な 

かへ 放して やった。 

それから 四十 余 年の 月日 は 過ぎた。 かの 蛇 は 舟 をく 

だいじゃ ぬし 

つがえ すよう な 大蛇と なって、 土地の人び とに 沼の 主 

と 呼ばれる ようになった。 迂闊に 沼に 入る 者 は、 かな 

らず 彼に 呑まれて しまった。 一方の 書生 は 年す でに 老 

いて 他国に あり、 何 かの 旅で あたかも この 沼の ほとり 

を 通りかか ると、 土地の 者が 彼に 注意した。 

「この 沼に は 大蛇が 棲んで いて 人 を 食います から、 そ 

の 近所 を 通らな いがよ ろしゅう > J ざ います」 

時 は 冬の 最中で、 気候 も 甚だ 寒かった ので、 今ごろ 



書生 は 心中 大いに 憤った。 

「担 生の 奴め。 おれ は 貴様 を 養って やった のに、 か 

え つ て おれ を 死地に おとしいれ ると は 何たる こと だ」 

蛇 は その 夜、 県 城 を 攻め 落して 一 面の 湖 とした。 

唯 その 獄屋 だけに は 水が 浸さなかった ので、 書生 は 幸 

いに 死 をまぬ かれた。 

ど つ こせん しゅうと 

天 宝の 末年に 独 孤 通と いう 者が あって、 その 舅 は 

范 県の 県令と なって いた。 三月 三日、 家内の 者 どもと 

湖水に 舟 を 浮かべて いると、 子細 もな しに 舟 は 俄かに 

顚 覆して、 家内 大勢が ほとんど 溺死し そうにな つた。 

(同上) 



わず、 行儀よ く 控えて いると、 夜の 二更 (午後 九 時 I 

十 一 時) ごろに 人び と はみ な 酔い 疲れて 眠りに 就いた。 

三 娘 子 も 居間へ かえって、 扉 を 閉じて 灯 を 消した。 

諸 客 はみ な 熟睡して いるが、 趙 ひとり は 眠られない 

ので、 幾た びか 寝返り をして いるう ちに、 ふと 耳に 付 

いたの は 主婦の 居間で 何 か ごそごそ いう 音で あつ た。 

それ は 生きて いる 物が 動く ように 聞え たので、 趙は起 

きかえ つ て 隙間から 窺う と、 あるじの 三 娘 子 は 或るう 

つ わ を 取り出して、 それ を 蠟燭の 火に 照らし 視た。 さ 

すきく わ ぼくぎゅう 

らに 手箱のう ちから 一具の 鋤 鍬と、 一頭の 木 牛と、 一 

ぼくじん 

個の 木 人と を 取り出した。 牛 も 人 も 六、 七寸 ぐらいの 



「板 橋の 三 娘 子、 こんな 姿に なった か」 

老人 はさら に趙 にむ か つ て 言った。 

「かれに も 罪 はあり ますが、 あなたに 逢って は堪 まら 

ゆる 

ない。 あまり 可哀 そうです から、 もう 赦 してやつ てく 

ださい」 

彼 は 両手で 驢馬の 口と 鼻の あたり を 開く と、 三 娘 子 

はたち まち 元の すがたで 跳り 出た。 彼女 は 老人 を 拝し 

終って、 ゆくえ も 知れずに 走り去った。 

(幻異 志) 
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